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この文章はあくまでもがじゅがつれづれなるままに日暮し硯に向かっての考えであり、表現力が乏しいために真意が伝わらないかもしれません。あくまでも一個人の意見として参考にとどめて頂き、用法・容量を守って正しくお使いください。
実際に文学作品を引用した例もたくさん紹介する予定です。引用文であることを明確に区別するために本ファイルとは別のファイルとなります。いつになるかわかりませんが、生暖かい目で気長に待っていてください。
主に物語文について。

【原作と読解問題のちがい】

もともと読解問題として取り上げられている本文は、原作者が思想や感情の表現として世に出しているものであって、読解問題作成のために作成されたものではありません。しかし、読解問題として出題されていても物語の一部分であることにはかわりません。読解問題と思わずに作品として楽しみながら読めるようになるといいですね。気に入った物語であれば図書館などを利用して原作を読むのもいいですね。
設問には今後別の物語文を読む際のヒントがちりばめられていると思ってください。正解かどうかにこだわるのではなく、物語文を読むポイントが設問には隠れていると考えましょう。

【情景による心理描写】

特に物語文では空模様などの周囲の情景の描写が登場人物の心情を映していることが多いです。これらは別に読解問題の設問へのヒントとして原作者が意図したものではなく、一般的には原作の読者が登場人物の心情とオーバーラップさせる効果を狙っていると思って良いと思います。周囲の情景が登場人物の心情を代弁しているならば、心情の読み取り問題では周囲の情景も読み取りのヒントになります。
読解力とは設問に答える力ではなく、描写されている人物や情景を思い浮かべる力だと思います。

　設問で登場人物の心情を問う問題が多いですが、これは心情の設問の有無にかかわらず主人公の心情の変化に敏感になるべきだし、普段の読書でも登場人物の心情を意識する読み方を心がけると作品を味わうことができると考えます。
【指示語問題】
なんとなくこれかなとカンに頼るのは良くないです。まずは落ち着いて指示語に続く文を必ず読みましょう。指示語だけを見てその前を探すと後ろとのつながりを無視してしまうことになります。うしろのつながりを確認したら、指示語の前から当てはまる部分を探すようにしましょう。探すときに字数を気にすると内容の理解への注意力がそがれるので、字数は無視してください。
候補を探すことができたら、設問を読み直し、文末の答えかたに注意します。最後に候補を指示語に代入して、文の構造・文脈に問題がないかを確認します。読解では字数は重要ではありません。字数をオーバーしようが不足しようが内容で勝負です。
【少しのテクニック】
記述問題の文末は設問と対応するようにしましょう。たとえば「どんなことですか。」という設問のときには「～なこと」と答えるのが普通です。理由を聞かれている場合は「～だから。」とします。

【句読点】

【保護者への提案】

ご一緒に読解問題を解場合にはわざと間違えた解答をするのもお子様が採点者としての目を持つようになる効果があります。選択肢問題では消去法で不正解の選択肢を消すのも論理的な思考の形成に役立つはずです。
　あまり読解が得意でない児童の場合には対象年齢・学年の低い問題にしばらく取り組むと良いと思います。１学年程度ではなく、3年以上低い学年の問題で慣れていくほうが将来的には読解力につながると思います。苦手意識をなくすためだけでなく、易しい文書だと登場人物の心情が掴みやすく、物語の世界に溶け込みやすいからです。問題を解くことではなく物語文そのものを読むことが好きになるのが読解力の基本を身につける究極の方法だと思います。受動的な読書ではなく能動的な読書が将来の生きる力につながります。点数を上げるにはいくらかのテクニックも必要かもしれませんが、それは後からで充分間に合います。
中古の本を扱う書店が身近にあれば利用してみてください。チェーン店であれば1冊100円前後で手に入る児童書も多くあるはずです。特にベストセラーになった作品ならば数年後には多く出回るので手に入りやすいと思います。ここ数年話題になり、映画にもなっているあの魔法使いの物語もきれいな状態のハードカバーで1冊たった52円（税込み）で買いました。定価が1900円なので97％OFFですね。
100円ショップでも有名作家の作品が手に入ります。がじゅが利用する100円ショップでは夏目漱石、森鴎外、梶井基次郎、伊藤左千夫、宮沢賢治、新美南吉、樋口一葉、太宰治などの作品が並んでいました。難解な語句も脚注に説明があって、とても読みやすいです。個人的にはこの中で新美南吉の文章が読みやすかったです。他にも学校や地域の図書館も利用してみましょう。
